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い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い

τ

|
|
封
建
論
争
の
方
法
論
的
検
討
凶
|
|

ネ亘

冨

正

実

四

い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
積
極
的
側
面
と
否
定
的
側
面
ー
と
に
つ
い
て

周
知
の
よ
う
に
、

『
地
代
範
時
論
』
を
「
地
代
論
的
」
視
角
か
ら
批
判
し
た
唯
一
の
体
系
的
た
労
作
と
し
て
、
故
栗
原
百
寿
氏
の
『
農

(
註
)

(
有
斐
閣
刊
・
一
九
五
五
年
〕
が
あ
る
口
い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
」
て
は
、
過
渡
的
諸
形
態
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

業
問
題
入
門
』

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
註
〉
本
書
白
劃
期
的
な
意
義
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て
は
、
『
経
世
評
論
』
(
一
九
五
五
年
八
月
号
)
所
載
の
大
島
清
氏
の
書
評
、
『
経
法
論
叢
』
(
第
七

七
巻
第
一
一
一
号
)
所
載
の
大
騒
輝
雄
氏
の
書
評
な
E
を
参
照
。

「
農
業
経
済
単
た
い
し
農
業
問
題
を
原
理
論
i

(

経
済
原
論
)
の
一
部
と
み
在
し
、
農
業
経
済
学
は
地
代
論
?
資
本
制
的

地
代
理
論
|
|
引
用
者
〉
を
中
心
に
し
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
」
〔
一

0
ペ
ー
ジ
]
主
批
判
さ
れ
て
、
つ
ぎ
の
工
う
に

Z
U
)
 

い
わ
れ
る
。
「
も
ち
ろ
ん
、
農
業
経
済
学
な
い
し
農
土
木
問
題
に
と
っ
て
、
地
代
え
な
い
し
土
地
所
有
は
後
に
み
る
よ
う
に
そ
の
基
礎
概
念

の
一
つ
ぜ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
地
代
分
析
は
経
済
原
論
に
ゐ
け
る
地
代
分
析
と
は
段
階
を
異
に
し
て
、
地
代
の
発
展
段
階
的
た
、
円
〈

栗
原
氏
は
、

い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
枇
剰
酌
摂
取
に
つ
い
て

持
七
十
九
巻

四
七

車
六
号

五
七



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

れ
ゆ
え
に
ま
た
過
渡
的
諸
形
態
の
研
究
を
主
眼
と
す
る
も
の
ぞ
あ
る
」
門

代
介
析
」
と
段
階
を
具
に
し
た
「
政
策
論
的
H
発
展
段
階
論
的
た
分
析
」
に
よ
れ
ば
、
過
渡
的
諸
形
態
は
、

第
七
十
九
巻

四
七

第
六
ロ
守

主王

ノ¥

のへ
1 

ジ

傍
点
は
引
用
者
〕
ロ
と
こ
ろ
で
、
「
原
理
論
的
た
地

「
商
人
資
本
な
い
し
木
源

的
蓄
積
町
一
段
階
」
〔
一
七
ペ
ー
ジ
】
と
よ
ば
れ
る
「
資
本
主
義
の
世
界
史
的
在
一
定
の
発
展
段
階
」

の
基
本
的
た
農
業
問
題
、
十
校
わ
ち

「
農
民
解
放
お
よ
び
農
民
分
解
の
諸
問
題
」
〔
λ
穴固へ

1

乙
に
ゐ
け
る

「
規
範
的
左
語
形
態
」
門
一
八
ペ
ー
ジ
〕

と
し
て
、
把
揖
し
た
け

れ
ば
な
ら
た
い
の
ぞ
あ
る
。

(
註
〉
栗
原
氏
は
、
農
業
問
題
の
体
系
(
日
い
わ
ゆ
る
農
業
経
済
学
〕
を
、
農
業
経
済
学
〈
l
資
本
制
的
地
代
理
論
を
中
心
と
し
た
経
済
原
請
の
一
部
)

と
農
業
政
策
論
と
農
村
社
会
学
と
市
統
一
正
し
て
理
躍
し
て
、
し
か
も
、
そ
れ
を
、
「
資
本
主
義
の
世
界
且
的
な
発
展
諾
段
階
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
特
殊
的
法
則
を
究
明
す
る
亮
展
段
階
論
(
政
策
論
)
の
研
究
升
野
に
は
い
る
も
の
」
〔
九
ペ
ー
ジ
〕
と
姐
定
さ
れ
て
い
る
。

ぞ
は
、
本
源
的
蓄
積
の
段
階
の
農
業
問
題
に
お
け
る
「
規
範
的
た
諸
形
態
」
の
一
つ
と
し
て
心
過
渡
的
土
訓
所
有
諸
形
態
は
、

rの

よ
う
な
性
格
の
も
の
ぞ
あ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
「
栗
原
理
論
』
の
ユ
一
一

l
ク
な
特
徴
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。

「

封
建
的
地
代
治
よ
び
資
本
主
義
的
地
代
K
た
い
し
て
、

h
わ
ば
そ
の
中
間
の
過
渡
的
地
代
は
い
か
に
規
定
さ
れ
る
て
あ
ろ
う

か。
も
ち
ろ
ん
、
・
地
代
範
鴎
と
地
代
形
態
と
を
本
質
的
に
区
別
し
て
、
地
代
範
臨
時
と
し
て
は
封
建
的
地
代
戸
一
資
本
主
義
的
地
代
白
二

つ
に
限
定
し
、
過
渡
的
地
代
形
態
を
ふ
く
め
て
、
地
代
形
態
と
は
た
だ
両
地
代
範
時
白
モ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
か
の
諸
段
階
に
す
ぎ
な
い
と

規
定
す
る
な
ら
ば
、
過
渡
的
地
代
形
態
白
性
格
と
旧
っ
て
も
、
モ
れ
ら
を
封
建
的
も
し
く
は
資
本
主
義
的
の

h
ず
れ
か
の
地
代
範
曙
に

お
し
己
め
る
だ
け
の
己
と
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
資
本
論
」
に
お
い
て
、

「
近
代
的
土
地
所
有
形
態
」
正
い
い
、

「
木
源
的
在
地
代
形
態
か
ら
資
本
主
義
的
地
代



へ
の
過
渡
的
形
態
」
と
い
わ
れ
て
い
る
工
う
に
、
地
代
形
態
と
い
う
言
葉
は
封
建
的
地
代
モ
の
も
の
に
も
、
資
本
主
義
的
地
代
モ
り
も

の
に
も
、
範
同
時
的
意
味
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
封
建
的
地
代
沿
よ
ぴ
資
本
主
義
的
地
代
が
モ
れ
ぞ
れ
隠
史
的
に
恭
本
的

な
両
範
時
金
志
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
が
、
そ
れ
だ
か

b
と
い
っ

τ‘
歴
史
的
に
も
形
態
的
に
も
両
者
自
申
聞
の
過
渡
的
地
代
形

態
を
す
べ
て
封
建
的
か
資
本
主
義
的
か
の
い
ず
れ
か
の
地
代
範
時
に
割
り
さ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
過
波

的
段
階
を
事
実
上
金
く
否
定
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
左

b
た
い
。

・
:
過
渡
的
地
代
形
態
は
・
・
、
木
来
の
封
建
的
地
代
が
漸
次
的
に
分
解
す
る
と
と
も
に
、
本
来
の
資
本
主
義
的
地
代
の
閥
非
が
次

第
に
形
成
さ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
、
過
渡
期
に
お
け
る
地
代
の
話
形
態
で
あ
っ
て
、
一
方
て
は
封
建
的
地
代
の
分
解
的
転
化
形
態
て
あ

る
と
と
も
に
、
他
方
て
は
ま
た
資
本
主
義
的
地
代
に
転
化
し
て
ゆ
く
先
行
形
態
を
な
す
も
の
に
外
去
ら
た
い
。
モ
の
意
味
て
、
過
渡
的

地
代
形
態
は
一
般
に
半
封
建
的
で
あ
る
と
と
も
に
前
資
本
主
義
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
門
一
回

o
l
一四

一
ペ
ー
ジ
〕
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
「
地
代
範
噂
論
』
的
た
理
解
に
た
い
し
て
、
栗
原
氏
は
、
過
渡
的
地
代
形
態
士
「
悼
ず
れ
か
の
地
代
範
時
に

お
し
こ
め
る
」
こ
と
は
、
「
そ
も
そ
も
過
渡
的
段
階
を
事
実
上
全
く
否
定
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
」
と
批
判
さ
れ
て
、
「
過

渡
的
地
代
形
熊
は
一
般
に
半
封
建
的
で
あ
ゐ
と
と
も
に
前
資
本
主
義
的
て
あ
る
も
ゐ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
、
位
置
づ
け

の
規
定
を
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
『
地
代
範
時
論
』
的
な
理
解
に
た
い
す
る
批
判
と
し
て
の
、
位
置
づ
け
の
規
定
そ
れ
自
体

の
た
か
に
あ
る
白
て
あ
る
。

「
も
ち
ろ
ん
、
ー
ー
と
栗
原
氏
は
つ
づ
け
て
い
う
l

|
通
波
的
地
代
白
諸
形
態
が
一
般
に
半
封
建
的
で
あ
る
と
と
も
に
前
資
木
主
義

的
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
過
波
的
て
あ
る
と
い
う
の
と
同
様
の
位
置
づ
け
的
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
モ
れ
ぞ
れ
一
応
モ

い
わ
ゆ
る
『
栗
原
唱
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四
七
四

部
」
ハ
す

五
A 



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て
静
七
十
九
巻

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
.
、
‘
.
、
、
、
、

れ
同
体
と
し
て
は
独
自
の
地
代
形
熊
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
左
い
。
た
だ
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
一
応
h

円
か
に

四
七
五

第
六
号

。

独
同
白
地
代
形
態
を
形
成
し
て
い
て
も
、
そ
れ

b
が
と
に
か
く
封
建
的
地
代
の
資
本
主
義
的
地
代
へ
の
移
行
の
過
程
に
沿
い
て
成
立
し
、

モ
の
移
行
士
媒
介
し
、
そ
の
移
行
の
中
間
項
を
形
成
す
る
か
ぎ
り
に
沿
い
て
、
そ
れ
ら
は
過
渡
的
地
代
形
態
に
外
た
ら
な
い
の
で
あ
り
、

そ
し
て
主
た
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
半
封
建
的
で
あ
る
と
と
も
に
前
資
本
主
義
的
て
あ
る
と
い
う
位
置
規
定
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
介
割
地
所
有
に
つ
H
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
モ
れ
自
体
と
し
て
は
、
小
経
営
的
土
地
所
有
の
最
も

E
常
な
形
態
と
し

て
、
小
経
営
的
生
産
様
式
の
最
も
適
当
し
た
土
地
所
有
形
態
と
し
て
、
一
つ
白
独
自
的
な
土
地
所
有
形
態
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が

b
、
歴
史
的
に
は
、
そ
の
小
経
営
的
生
産
様
式
は
、
そ
れ
が
封
建
的
隷
従
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
る
平
い
た
や
、
必
然
的

に
分
解
し
て
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
転
化
し
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
、
た
だ
過
渡
的
た
も
の
に
外
怒
ら
な
か
っ
た
」
〔
一
四
一
ー
ー
一
四

二
ペ
ー
ジ

傍
点
は
引
用
者
〕

て
は
、
論
理
的
H
形
態
的
に
は
「
小
牛
一
産
に
も
っ
と
も
照
陪
し
た
独
自
由
土
地
所
有
形
態
」
と
し
て
の
分
割
地
所
有
が
、

的
て
あ
る
と
と
も
に
前
資
本
主
義
的
て
あ
る
L

の
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
号
左
京
味
に
お
い
て
て
あ
ろ
う
か
。

「
:
分
割
地
所
有
は
、
一
方
ぞ
は
、
そ
れ
が
封
建
的
隷
従
関
係
か
ら
一
解
放
さ
れ
た
小
経
営
的
生
産
様
式
に
対
応
す
る
土
地
所
有
形

「
半
封
建

態
て
あ
る
か
ぎ
り
、
必
然
的
K
介
解
し
て
資
本
主
義
的
士
地
所
有
に
転
化
す
る
も
の
と
し
て
、
前
資
本
主
義
的
て
あ
る
。

し
か
し
、
分
割
地
所
有
は
ま
た
、
そ
れ
が
と
も
か
く
も
小
経
営
的
土
地
所
有
と
し

τ存
続
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
モ
の
不
可
欠
白
支
住

で
あ
る
農
業
と
家
内
工
業
と
の
結
合
治
工
び
農
村
共
同
体
的
諸
関
係
の
残
存
軒
っ
た
ぎ
と
め
る
も
の
と
し
て
、
何
等
か
の
程
度
の
封
建

的
左
束
縛
と
保
護
の
一
遺
制
が
予
想
さ
れ
ゐ
の
ぞ
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
b
い
て
は
、
半
封
建
的
と
呼
ば
れ
う
る
も
の
で
あ
る
」
門
一
四
三

ペ
ー
ジ
〕
。



と
こ
ろ
で
、
栗
原
氏
の
乙
の
位
置
規
定
は
、
け
っ
し
て
主
し
悼
と
は
W
え
な
い
て
あ
ろ
う
。
た
ザ
ぜ
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
栗
原
氏
が

分
割
地
農
民
D
典
型
と
考
え
て
お

b
れ
る
「
革
命
後
白
フ
ラ
ン
ス
農
民
」
は
、
そ
の
経
済
的
性
格
か
ら
い
え
ば
、
猫
額
大
の
一
片
白
土

地
に
し
が
み
フ
宮
、
高
利
貸
的
資
本
に
む
し
ば
ま
れ
、
し
だ
い
に
プ
ロ

ν
タ
リ
7
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
栗
原
氏
の

い
う
「
前
資
本
主
義
的
」
且
庶
民
て
あ
る
が
、
そ
山
社
会
的
性
格
白
点
か
ら
い
え
ば
、
あ
き
ら
か
に
封
建
的
隷
属
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
近

代
的
」
農
民
て
あ
っ

τ、
け
ョ
し
て
「
半
封
建
的
」
農
民
て
は
な
い
。
栗
原
氏
は
、
介
割
地
所
有
の
半
封
建
的
性
格
に
つ
い
て
、
「
:

分
割
地
所
有
は
、
そ
れ
が
第
一
次
的
に
自
然
経
済
的
で
あ
り
共
同
体
的
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
(
す
な
わ
ち
、
そ
白
己
と
を
直

接
的
条
件
と
し
て
|
|
引
用
者
)
、
第
二
次
的
に
ハ
す
な
わ
ち
、
問
控
的

K
l
l引
用
者
)
半
封
建
的
て
あ
る
・

と
い
わ
れ
る
白
て
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
革
命
後
D

7
ラ
Y

ス
農
村
に
共
同
体
的
遺
制
が
残
っ
て
い
た
己
と
は
、
そ
白
分
割
地
農
民
白

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
崎
、
、
、

性
格
を
、
完
全
に
資
本
主
義
的
に
な
り
え
て
い
な
い
と
い
う
意
味
に
沿
い

τ
「
前
資
本
主
義
的
」
と
規
定
す
る
理
由
に
た
り
え

τも、

「
半
封
建
的
」
と
規
定
す
る
根
拠
に
は
た
り
え
な
い
σ

い
う
ま
ゼ
も
な
く
、
封
建
制
度
の
基
礎
は
、
栗
原
氏
が
ス
グ

1
リ
ン
白
有
名
な
規

定
に
も
と
づ
い
て
強
調
し
て
お

b
れ
る
よ
う
に
〔
b
O

七
四
ペ
ー
ジ
参
照
可
封
建
的
土
地
所
有
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
半
封
建
的
」

と
い
う
規
定
は
、
共
同
体
的
遺
制
の
存
否
か
ら
第
二
次
的
H
間
接
的
に
て
は
友
く
、
封
建
的
土
地
所
有
(
土
地
所
有
者
が
た
ん
に
土
地

」

〔
一
四
七
ペ
ー
ジ
〕

所
有
の
独
占
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
土
地
を
分
与
す
る
《
あ
る
い
は
貸
付
け
る
》
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
生
産
者
を
事
実
上
所
有
す
る

《
す
な
わ
ち
、
直
接
生
産
者
白
人
格
に
た
い
す
る
支
配
権
を
も
っ
》
己
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
し
た
が
っ
て
、
モ
の
点
に
も
と
づ
い
て
、

(
註
)

剰
余
労
働
を
強
奪
す
る
手
段
と
し
て
の
経
済
外
的
強
制
が
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
土
地
所
有
形
態
)
が
廃
止
さ

れ
ず
に
残
存
し

τ
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
己
と
か
ら
直
接
的
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
分
割
地
所
有
が
広

汎
に
成
立
し
、
し
か
も
イ
ギ
リ
見
の
よ
う
に
徹
底
的
な
土
地
清
掃
が
治
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
国
ぐ
に
(
フ
ラ
ン
ス
語
よ
び
西
ド
イ
ツ
)

い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
韮

四
七
六

革
ノ、
号

ノ、



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四
七
七

時
十
ハ
号

一』ノ、

ゼ
は
、
封
建
的
隷
属
が
廃
止
さ
れ
た
の
ち
て
も
、
共
同
体
的
遺
制
は
、
分
割
地
提
営
の
第
二
日
補
足
物
と
し
ず
広
机
に
強
存
し
て
い
た
。

だ
か

b
、
栗
原
氏
が
主
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
「
農
民
を
全
き
意
味
て
の
一
関
白
な
士
地
所
有
者
た
ら
し
め
一
」
る
か
ぎ
り
で
の

封
建
的
土
地
所
有
制
の
解
消
(
日
封
建
的
隷
属
の
廃
絶

1
i引
用
者
)
は
、

共
同
体
の
掃
務
を
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
も
白
ぞ
は
決
し

て
な
い
D
て
あ
る
」
〔
「
農
村
経
治
学
と
農
村
社
会
学
」
『
農
業
経
涜
研
究
』

(
第
二
六
巻
第
一
号
)

一
一
一
一
ペ
ー
ジ
〕
。

(
註
)
封
建
的
土
地
所
有
の
怯
格
規
定
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
を
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題
」
弓
経
済
論
叢
』
(
第
七
六

巻
第
二
号
〉
]
、
な
ら
び
に
、
本
摘
の
第
五
節
を
参
照
。

農
村
共
同
体
を
「
不
可
欠
の
補
足
」
〔
「
農
村
経
揖
学
と
農
村
社
全
学
」

う
「
自
由
友
分
割
地
所
有
」
を
、
本
源
的
蓄
積
の
段
階
に
お
け
る
農
業
問
題
の
「
規
範
的
な
諸
形
態
」
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
し
か
し
、
本
滅
的
蓄
積
の
過
程
に
お
い
て
収
奪
の
対
象
と
な
る
「
自
由
た
介
割
地
農
民
」
は
、
す
で
に
第
一
節
て
わ
た
し
が
あ
き

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
封
建
的
忙
隷
属
し
て
い
る
農
民
だ
け
で
あ
ヮ
て
、
農
民
的
農
業
革
命
の
勝
利
の
結
果
と
し
て
封
建

的
隷
属
か
ら
解
放
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
民
は
、
木
源
的
諮
積
の
段
階
に
お
け
る
農
民
で
は
な
く
、
す
で
に
で
き
あ
が
フ
た
資
本
主

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
伶
仰
と

義
が
発
展
し
て
い
く
段
階
に
お
け
る
農
民
て
あ
る
。
と
と
ろ
J
L

、
栗
原
氏
は
、
分
割
地
所
有
を
す
べ
て
一
律
に
「
半
封
建
的
で
あ
る
と

と
も
に
前
資
木
主
義
的
て
あ
る
」
と
規
定
す
る
だ
け
に
か
わ
っ
て
い
る
た
め
、
「
封
建
的
に
隷
属
し
て
い
る
経
営
者
円
買
和
負
担
者
、

つ
ま
り
搾
取
さ
れ
る
階
級
の
代
表
者
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
勝
利
し
た
の
ち
に
土
地
所
有
者
と
な
り
、
そ
の
大
多
数
が
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
た
働
き
者
で
あ
っ
た
農
民
、
つ
ま
り
社
会
の
中
産
層
の
代
表
者

l
!と
の
両
者
が
根
本
的
に
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
」
〔
「
封
建
的
構

成
体
の
基
本
法
則
に
か
ん
す
る
討
論
の
総
括
」
山
岡
亮
一
・
木
原
正
雄
編
『
封
建
社
会
の
基
本
法
則
』
二
一
一
六
ペ
ー
ジ
〕
を
、

か
く
し

τ、
栗
原
氏
は
、

同
上

一
三
ペ
ー
ジ
】
と
し
て
と
も
な

み
の
が
し
て
し
ま
わ

れ
る
の
で
あ
る
。



(
註
)
農
民
的
農
業
革
命
の
勝
利
は
、
農
民
を
封
建
的
隷
属
か
ら
骨
小
町
下
い
一
一
い
づ
蜘
口
解
放
す
る
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
「
上
か
ら
の
農
民
解
放
」

白
ぱ
あ
い
に
は
、
封
建
的
設
属
か
ら
り
解
放
が
有
償
で
あ
る
た
め
に
、
農
民
は
、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
買
取
金
1
買
租
を
但
担
ナ
る
し
、
ま

士
、
そ
の
ば
あ
い
、
農
民
位
、
封
建
的
隷
属
の
す
べ
て
か
ら
解
放
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
身
分
上
の
不
完
全
な
縮
利
は
、
封
建
制
度
が
誠
亡
す
る

ま
で
、
人
身
的
に
は
自
由
で
あ
っ
た
良
民
の
う
え
に
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
白
よ
う
に
、
栗
原
氏
D
混
乱
は
、
「
資
本
主
義
的
地
代
へ
の
一
過
渡
的
形
態
L

と
し
て
の
分
割
地
所
有
の
小
プ
ル
タ
ョ
ア
的
た
経
済
的

内
容
を
性
格
づ
け
る
「
前
資
本
主
義
的
」
と
い
う
論
理
的
規
定
と
、
「
何
等
か
の
程
度
の
封
建
的
な
束
縛
と
保
護
の
遺
制
」
と
い
う
よ

う
な
、
政
治
的
・
法
律
的
な
上
部
構
造
白
性
格
規
定
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
「
半
封
建
的
」
と
い
う
歴
史
的
H
範
略
的
な
規
定
と
を
、

は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
栗
原
氏
は
、
い
た
る
と
と
ろ
で
分
割
地
所
有
、
一
般
に
過
渡
的

地
代
形
態
を
、
小
生
産
(
小
経
営
的
生
産
様
式
)
陀
も
っ
と
も
照
応
し
た
土
地
所
有
形
態
と
し
て
、
論
理
的
日
形
態
的

K
E
し
く
把
握

さ
れ
つ
つ
も
、
他
方
て
は
、
論
理
的
規
定
と
歴
史
的
H
範
噂
的
な
規
定
と
を
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

封
建
的
ぜ
あ
る
と
と
も
に
前
資
本
主
義
的
』
と
い
う
位
置
規
定
て
、
過
渡
的
地
代
形
態
を
「
範
階
的
意
味
て
使
用
さ
れ
る
」
〔
一
四
O
ベ

〈註〕

1
ジ
〕
封
建
的
地
代
お
よ
び
資
本
主
義
的
地
代
か

b
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
は
、
す
べ
て
一
律
に
「
半
封
建
的
で
あ
る
と

ご
般
に
半

と
も
に
前
資
本
主
義
的
ぜ
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
白
、
第
三
の
『
地
代
範
時
』
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
る
の
で
あ

る
川
す
ぞ
に
第
二
箭
て
あ
き
ら
一
か
に
し
た
よ
う
に
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
に
お
け
る
「
農
民
的
分
割
地
所
有
』
範
障
は
、
「
本
源
的
地
代

形
態
か
ら
資
本
制
的
地
代
へ
白
過
渡
的
形
態
」
と
し
て
の
論
理
的
規
定
で
あ
っ
て
、
「
封
建
的
で
あ
る
ば
あ
い
も
あ
り
、
ま
た
プ
ル
ジ
ョ

7
的
で
あ
る
ば
あ
り
も
あ
る
」
こ
の
『
農
民
的
分
割
地
所
有
』
範
時
そ
の
も
の
は
、
農
民
的
土
地
所
有
の
社
会
的
本
質
全
規
定
す
る
規

準
と
は
左
り
え
な
い
。
だ
か

b
、

「
寄
牛
一
地
主
制
』

を

「
ア
メ
リ
カ
型
白
、
分
割
地
所
有
心
潰
減
形
態
」

〔
一
五
二
一
丘
三
ペ
ー
ジ
U

い
わ
ゆ
る
『
栗
原
瑚
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

開
七
十
九
山
富

四
七
八

部
六
口
す

，、



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四
甘
九

間
六
号

/、

四

と
し
て
把
握
さ
れ
る
栗
原
氏
が
、
大
革
命
後
の
フ
ラ
ン
ス
農
村
を
念
頭
に
お
い
て
〔
一
五
九
一
六
0
ペ
ー
ジ
参
照
可
「
寄
生
地
主
的

土
地
所
有
は
た
だ
自
由
な
分
割
地
所
有
(
従
来
の
封
建
的
隷
従
諸
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
た
近
代
的
た
農
民
的
土
地
所
有
1
1
1引
用
者
)

に
も
と
づ
い

τの
み
木
格
的
に
確
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
」
門
一
五
人
ベ
1

ジ
凶
と
規
定
さ
れ
る
ば
あ
円
、
こ
の
規
定
は
、
「
農
地
改
革
」

後
の
日
本
農
村
D
現
実
に
つ

H
て
「
:
-
寄
生
地
主
制
。
必
然
性
は
、
介
副
地
農
民
の
自
由
な
資
木
主
義
的
発
展
が
抑
制
さ
れ
、
八
回
一
割

地
所
有
が
潰
滅
す
る
と
こ
ろ
に
、
貫
徹
す
る
も
の
で
あ
る
。
・
農
業
の
順
当
な
資
本
主
義
的
発
展
は
原
則
的
に
抑
制
さ
れ
、
農
地
改

草
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
自
作
農
民
に
与
え
ら
れ
た
も
の
は
、
た
だ
窮
乏
と
負
債
だ
け
で
あ
っ
た
。
モ
こ
に
待
っ
て
い
る
も
の
は
、
自

作
農
白
必
然
的
社
漫
落
て
あ
り
、
分
割
地
所
有
の
必
仲
間
的
な
潰
減
で
あ
る
」
と
分
析
さ
れ
て
、
「
そ
白
か
ぎ
り
、
戦
後
の
農
地
改
革
は
、

寄
生
地
主
制
モ
の
も
の
を
廃
絶
す
る
も
D
て
は
な
く
て
、
結
局
た
だ
支
配
的
な
帝
国
主
義
と
モ
叫
に
従
属
的
な
国
家
狼
占
資
本
主
義
に

主
り
適
合
し
た
形
態
の
新
し
い
寄
生
地
主
制
へ
の
道
を
清
め
る
た
め
の
、
当
座
的
改
革
比
過
ぎ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
」
〔
一
一
九
一

l
二

九
ニ
ベ
1
ジ
υ
と
規
定
さ
れ
よ
う
と
ナ
る
実
践
的
意
図
か

b
出
発
さ
れ
た
も
の
と
考
え

b
れ
る
が
、
『
栗
原
理
論
』
の
こ
白
到
達
点
に
た

、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、

い
し
て
は
、
当
然
、
強
い
不
満
が
生
じ
℃
く
る
白
て
あ
る
〔
大
藤
輝
雄
氏
の
書
評
参
照
〕
。
フ
ラ

γ
ス
て
も
日
木
て
も
、
寄
生
地
主
的
土
地

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

所
有
は
、
分
割
地
所
有
一
般
の
潰
誠
形
態
て
は
た
く
、
封
建
的
に
隷
属
す
る
農
民
の
介
割
地
所
有
が
漬
減
し
た
形
態
て
あ
担
、
モ
れ
ゆ

、
、
.
、
、
.
、
、
、
.
、

.. 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

え
に
己
そ
、
半
封
建
的
土
地
所
有
J

し
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
註
)
一
一
二
九
回
へ

1
d
で
栗
原
氏
が
担
こ
な
っ
て
い
る
封
建
的
地
代
お
よ
び
資
本
主
義
的
地
代
の
性
格
規
定
は
、

ら
か
わ
り
は
な
い
。
な
お
、
ζ

の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
第
五
節
を
参
照
。

『
地
代
髄
暗
論
』
的
危
理
解
と
な
ん

す
で
に
第
一
節
お
よ
び
第
二
節
て
の
べ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
農
民
的
介
割
地
所
有
を
、
『
資
本
命
』
第
三
巻
に
お
い
て
は
、

「
木
源
的
地
代
形
熊
か
ら
一
資
本
制
的
地
代
へ
の
過
渡
的
形
態
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
論
理
的
H
原
理
論
的
に
把
握
し
て
い
る
が
、



「
資
本
論
』
第
一
巻
第
二
十
四
章
に
お
い
て
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
、
「
買
戻
し
に

Z
っ
て
自
由
に
な
り
、
(
主
と
し
て
貸
幣

ゼ
)
封
建
地
代
を
支
払
い
、
そ
し
て
相
続
ま
た
は
伝
統
に
よ
る
占
有
者
と
し
て
、
自
分
白
土
地
に
た
い
す
る
ひ
ろ
い
占
有
権
を
も
っ
て

け、建
る、 宇上

地会

合孟
茶室
は刷
、』

ジ
〕

自
由
な

土
期由
所
有
と

し
て

い
る
」
門
エ
ス
・
デ
・
ス
ヵ
ス
キ
ン
「
封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
1
=

シ
主
義
の
古
典
」
山
岡
亮
一
・
木
原
正
雄
綱
『
封

具
体
的
日
照
史
的
に
把
握
し
て
い
る
。
『
資
本
論
』
第
三
巻
に
沿

「
あ
く
ま
で
も
「
資
本
の
一
般
的
本
性
」
把
握
に
と
っ
て
必
要
な
か
ぎ
り
の
』
〔
音
信
甫
・
斉
藤
博
「
マ
ル
ク
ス
一
経

済
学
批
判
体
系
」
研
究
序
説
」
『
経
済
論
叢
』
(
第
七
二
巻
車
六
号
)
八
七
ペ
ー
ジ
】
地
代
分
析
で
あ
っ
て
、

「
前
に
打
ち
樹
て
ら
れ
た
命
題
の

『
例
証
」
」
〔
久
留
間
粧
ヱ
『
恐
慌
論
研
究
』
二
六
七
ペ
ー
ジ
】
に
す
ぎ
友
い
し
、
ま
た
、
「
資
本
制
的
地
代
の
発
生
臭
」
を
と
り
あ
つ
か
っ
た

第
四
十
七
章
も
、
そ
れ
は
、
「
資
本
制
的
地
代
の
一
般
理
論
」
の
最
初
て
は
も
ぱ
〈
最
後
の
個
所
ゼ
展
開
さ
れ
て
い
る
点
か

b
あ
き

b
か

で
も
あ
る
よ
号
に
、
あ
く
ま
ぜ
も
「
資
本
制
的
地
代
の
一
般
理
論
」
を
理
解
す
る
た
め
の
地
代
分
析
て
あ
ッ
て
、
完
成
さ
れ
た
か
た
ち
で

の
「
封
建
地
代
論
』
治
主
び
「
過
波
的
地
代
論
」
て
は
な
い
の
で
あ
る
o

と
こ
ろ
が
、
栗
原
氏
は
、
己
白
点
主
無
視
し
、
「
資
本
論
』

に
お
け
る
(
た
ん
に
第
三
巻
だ
け
ゼ
は
な
〈
第
一
巻
を
も
ふ
〈
め

τの
)
地
代
分
析
を
す
べ
て
原
理
論
的
分
析
に
解
消
し
て
、
「
資
本

論
』
に
お
け
る
地
代
分
析
と
は
段
階
を
具
に
し
た
政
策
論
的

u発
展
段
階
論
的
在
地
代
分
析
を
も
っ
て
、
農
業
経
済
学
を
基
礎
づ
け
よ

う
と
さ
れ
た
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
業
経
済
学
の
体
系
化
は
、
『
資
本
論
』
民
金
い
て
マ
ル
ク
ス
が
も
ち
い
て
い
る
論
理
的
H
歴
史

的
た
分
析
と
段
階
を
具
に
し
た
方
法
論
に
工
っ
て
、
は
だ
し
て
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、

栗
原
氏
が
「
研
究
の
主

限
」
と
さ
れ
た
過
渡
的
諸
形
態
、
た
と
え
ば
農
民
的
分
割
地
所
有

D
E
し
い
理
解
は
、
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
二
十
四
章
に
治
げ
る
具

体
的
日
歴
史
的
な
分
析
を
抜
き
に
し
て
、
は
た
し
て
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
左
が
ら
、
わ
た
し
は
、
否
定
的
に
し
か
と
た

え
る
こ
と
は
ゼ
き
左
か
っ
た
。
己
由
意
味
に
お
い
て
、

h
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
一
完
成
は
、
過
渡
的
段
階
勾
無
視
す
る
『
地
代
範
曙

い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
器
四
八
O

車
六
号

/、
五



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
庇
に
つ
い
て

第
七
十
九
岩

四
八

第
六
号

ハ六

論
』
に
た
い
し
て
は
一
つ
の
鋭
い
批
判
と
な
る
こ
と
が
ゼ
き
て
も
、
他
方
て
は
、
字
野
区
蔵
氏
の
「
三
段
階
前
法
論
」
を
適
用
し
た
た

め
に
、
己
白
『
地
代
範
時
論
』
を
内
在
的
に
克
服
す
る
己
と
は
、
つ
い
に
で
一
き
た
か
っ
た
の
ぞ
あ
る
。

ゼ
は
、
つ
ぎ
に
、
己
れ
ま
て
の
す
べ
て
の
農
業
理
論

l
l
『
栗
原
理
論
』
を
も
ふ
く
め
て
1
ー
ー
の
根
本
的
欠
陥
の
基
礎
を
、

制
白
本
質
規
定
」
と
い
う
封
建
論
争
の
木
来
由
問
題
意
識
の
う
え
陀
た
っ
て
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

「
封
建

五
、
封
建
的
土
地
所
有
の
構
造
と
農
民
的
分
割
地
所
有

い
わ
ゆ
る
講
座
派
白
農
業
理
論
は
、
寸
地
代
論
』
に
た
い
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
在
理
解
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

代
範
噂
白
性
質
主
根
祇
的
に
規
定
す
る
も
D
は
、
直
接
白
生
産
者
か

b
不
払
金
剰
余
労
働
を
汲
み
と
る
特
殊
の
経
済
的
形
態
・
生
産
条

件
の
所
有
者
が
直
接
的
生
産
者
に
対
立
す
る
直
接
白
関
係
て
あ
る
」
門
平
野
義
大
即
「
農
業
問
題
と
土
地
変
車
』
六
三
ペ
ー
ジ
〕
。
と
う
い
っ

た
理
解
の
う
え
に
た
っ
た
最
近
の
代
表
的
右
見
解
位
、
『
日
本
資
本
主
義
詩
座
』
第
六
巻
門
一
回

=
T
一
四
四
ペ
ー
ジ
】
に
治
け
る
山
田
勝

次
郎
氏
の
主
張
、
小
池
基
之
氏
「
「
経
済
学
教
科
書
」
に
治
け
る
経
済
外
的
強
制
モ
白
他
に
つ
い
て
」
門
『
経
演
評
論
』
(
一
九
五
五
年
九
月

号
)
三
七
ペ
ー
ジ
〕
な
ど
に
沿
い
て
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。
講
座
派
の
見
解
に
し
た
が
え
ば
、
小
作
料
の
性
格
を
決
定
す
る
も
白
は
、
地

主
と
小
作
人
と
の
あ
い
だ
の
直
接
的
た
関
係
て
あ
っ

τ、
己
目
関
係
主
近
代
的
と
規
定
す
る
か
、
そ
れ
と
も
封
建
的
と
規
定
す
る
か
が
、

「
土
地
所
有
形
態
、
地

問
題
を
と
く
鍵
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
己
の
よ
う
な
観
点
に
た
っ
て
、
経
済
外
的
強
制
の
存
否
を
め
ぐ
る
は
げ
し
い
論
争
が
、

お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

周
知
白
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
D
べ
て
い
る
。

「
不
払
白
剰
余
労
働
が
置
接
的
生
産
者
か

b
汲
み
だ
さ
れ
る
独
自

的
た
経
済
的
形
態
は
、
支
配
H
b
よ
ぴ
隷
属
関
係
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
己
の
関
係
は
直
接
に
生
産
そ
の
も
白
か
ら
発
生
し
、
し



か
も
生
産
に
た
H
し
て
規
定
的
に
反
作
用
す
る
。
生
産
諸
条
件
白
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
直
接
的
関
係
己
そ
は
、

!
l
|
こ

の
関
係
の
そ
の
と
き
と
き
白
形
態
は
、
つ
ね
に
自
然
的
に
、
労
働
の
仕
方
禄
式
白
・
し
た
が
っ
て
労
働
の
社
会
的
生
謹
力
の
・
一
定
の
発

展
段
階
に
照
応
す
る
の
だ
が
、

1
1つ
ね
に
、
モ
こ
に
吾
々
が
全
社
会
的
構
造
白
、
し
た
が
ヲ
て
ま
た
主
権
H
b
よ
ぴ
従
属
関
係
の
政

治
的
形
態
目
、
い
ち
ば
ん
臭
の
秘
密
、
か
く
さ
れ
た
碁
礎
、
を
見
出
す
と
己
ろ
の
も
白
て
あ
る
」
〔
『
資
本
論
』
第
二
巻

邦

'"' 
青
木
丈
庫

『
資
本
論
』
の
ど
の
箇
所
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
マ
ル
グ
/
司
〈
は
、
「
生
産
諸
条
件
白
所
有
者
と

直
接
的
生
産
者
と
の
直
接
的
関
係
」
が
、
地
代
形
態
、
し
た
が
っ
て
所
有
形
態
を
規
定
す
る
、
と
い
う
よ
う
左
己
と
は
の
ベ
て
い
た
い
。

む
し
ろ
、
彼
は
、
資
本
制
的
地
代
理
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
浅
意
し
て
い
る
。

肱
(同

一
一
一
五
ペ
ー
ジ
〕
。
し
か
し
、

「
地
代
日
独
自
的
形
態
。
い
か

ん
を
と
わ

F
、
す
べ
て
の
地
代
類
型
に
共
通
す
る
の
は
、
地
代
目
取
得
は
土
地
所
有
が
自
b
を
実
現
す
る
経
済
的
形
態
だ
と
い
う
こ
と
、

ゐ
よ
び
、
地
代
白
方
は
土
地
所
有
・
(
つ
ま
り
1
1
1引
用
者
)

地
球
の
一
定
部
分
に
た
い
す
る
一
定
個
人
D
所
有
・
を
前
提
す
る
と
い

う
己
と
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
・
:
・
・
己
白
土
地
所
有
は
奴
隷
制
度
ま
た
は
農
奴
制
度
の
場
合
白
よ
う
に
直
接
的
生
産
者
白
人
格
K
た

い
す
る
一
定
個
人
の
所
有
権
の
単
な
る
偶
有
性

(Rn広
gm)
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
:
・
:
・
ま
た
最
後
に
、
こ
の
土
地
所
有
は
土
地

1
i

と
い
っ
て
も
、
植
民
者
や
小
農
民
的
土
地
所
有
者
の
場
合
の
よ
う
に
、
狐
立
佑
さ
れ
て
い
て
社
会
的
に
未
発
展
左
労
働
の
も
と
て
は
、

直
接
的
生
産
者
に
よ
る
一
定
地
所
の
生
産
物
の
取
得
者
よ
び
生
産
の
う
ち
に
直
接
に
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
土
地
!
ー
に
た
い

す
る
一
関
係
て
あ
ヮ
て
も
よ
い
」
〔
『
資
本
論
』
第
三
巻

邦
訳

青
木
文
庫
版
同

八
九
二
|
八
九
三
ペ
ー
ジ
〕
。

、
、
、
.
、

マ
ル
ク
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
代
形
態
を
土
地
所
有
白
経
済
的
実
現
形
態
だ
と
規
定
し
、
し
か
も
他
方
て
は
、
土
地
所
有
士
一
般
的
に

土
地
所
有
の
独
占
と
し
て
規
定
す
る
と
同
時
に
、
土
地
所
有
の
形
態
に
も
い
ろ
い
ろ
の
差
異
が
あ
る
こ
と
士
の
ペ
て
い
る
。

て
は
、
土
地
所
有
の
形
態
の
差
異
は
、
い
っ
た
い
た
に
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ナ
て
に
第
三
節
て
簡
単
に
指
摘
し

い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
要
車
に
つ
い
て

揮
七
十
九
巻

四
ノ又

事
六
号

ノ、
七



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四

A 

第
六
止
す

ノ、

ノ¥.

て
お
い
た
よ
う
に
、
土
地
所
有
の
性
格
は
、
生
産
の
性
格
、
つ
ま
り
社
会
的
生
産
過
程
白
一
定
の
一
発
展
段
階
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
「
社
会
的
生
虚
過
程
の
相
具
な
る
発
展
誇
段
階
に
照
応
す
る
相
異
な
る
地
代
諸
形
態
を
混
同
す
る
乙
と
」
は
、
「
地

代
を
取
扱
う
さ
い
に
避
け
る
べ
き
、
介
析
を
混
濁
さ
せ
る
、
主
要
な
誤
謬
」
〔
同
上
人
九
二
ペ
ー
ジ
〕
の
一
つ
で
あ
る
と
の
ベ
て
い
る
工

う
に
、

hv
ろ
い
ろ
の
土
地
所
有
形
態
D
独
自
白
経
済
的
内
容
を
、
社
会
的
生
産
過
程
の
発
展
段
階
と
関
連
さ
せ

τ特
徴
づ
け
工
う
と
し

て
い
た
こ
と
は
、
あ
斉
一
ら
か
で
あ
る
〔
拙
稿
「
封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
を
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題
」
『
経
済
論
叢
』
(
第
七
六
巻
第
二
号
)
四

九
liA一
一
ベ
:
ジ
参
周
〕
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
旦
は
、
資
本
主
義
的
生
産
の
一
般
的
特
徴
を
解
明
し
た
白
ち
は
じ
め
て
、
剰
余
価
値
自
分

化
形
態
と
し
て
の
地
代
に
つ
い
て
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
の
ぞ
あ
る
。

大
規
模
な
社
会
的
生
産
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
資
本
主
義
社
会
と
ち
が
っ
て
、
小
規
模
志
個
人
的
生
産
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
封
建
社
会
て
は
、
直
接
生
産
者
を
土
地
か
ら
き
り
は
去
す
己
と
ゼ
は
な
く
、
土
地
を
分
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
絞
ら
を
土
地
に
し

は
り
つ
け
る
こ
と
が
、
生
産
の
基
礎
ゼ
あ
づ
た
。
小
生
産
、
つ
ま
り
社
会
的
に
未
発
展
た
労
働
形
抽
出
白
も
と
で
は
、
直
接
生
五
産
者
は
、

マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
考
察
し
て
h
る
よ
う
に
、
亭
観
同
町
わ
h
{
乳
配
野
鳥
仙
m
h
t
r

合
し
た
も
の
と
し

τあ
ら
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
生
産
過
程
白
個
人
的
性
格
に
規
定
さ
れ
て
、
小
生
産
〔
小
経
営
的
生
産
様
式
)
白

も
と
で
は
、
直
接
生
産
者
が
占
有
ま
た
は
所
有
と
い
?
っ
形
態
て
と
に
か
く
土
地
を
自
分
の
手
に
も
つ
こ
と
が
、
彼
自
身
の
労
働

m
生
産

物
を
手
に
い
れ
る
第
一
の
条
件
て
あ
っ
た
か

b
ゼ
あ
る
門
『
資
本
論
』
揮
三
巻

邦
訳

青
木
文
庫
肢
仰

一
一
三
十
ハ
ペ
ー
ジ

参
照
〕
。
と
こ
ろ

て
、
封
建
制
度
の
も
と
で
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
生
産
手
段
目
土
地
の
所
有
者
が
封
建
領
主
で
あ
る
白
て
、
直
接
生
涯
者
は
、
自
介
の

再
生
産
を
保
障
す
る
必
要
生
産
物
色
超
過

F
る
閏
分
の
労
働
の
剰
余
生
産
物
と
し
て
、
封
建
領
主
に
地
代
を
お
さ
め
な
け
れ
ば
な
ら
一
な

い
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
他
方
て
は
、
直
接
生
産
者
が
自
分
自
身
白
生
活
維
持
手
段
の
生
産
の
た
め
に
必
要
な
生
産
手
段
お
工
ぴ
労
働



条
件
の
『
所
有
者
』
て
は
な
く
「
占
有
者
』
て
あ
り
h

し
た
が
?
て
土
地

ω
付
渇
物
と
し
て
「
酪
掛
印
わ
や
掛

pvιrb静
わ
い
ん
山
一

つ
に
在
っ
て
い
て
、
そ
の
よ
う
た
も
む
と
し
て
」
〔
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
有
す
る
諾
形
態
』
邦
訳
『
全
集
』
第
九
巻
二
五
八
ペ
ー
ジ
〕
土

、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、

地
と
と
も
に
封
建
領
主
に
所
有
さ
れ
て
い
る
か
き
り
、
「
所
有
関
係
は
同
時
に
直
接
的
左
支
配
H
お
よ
び
隷
属
関
係
と
し
て
あ

b
わ
れ

ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
生
産
者
は
非
自
由
者
'
・
・
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
」
〔
『
資
本
論
』
第
三
巻
邦
訳
青
木

文
庫
版

ω
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
ヲ
か
く
し
て
、
所
有
関
係
が
同
時
に
直
接
的
な
支
配
H
b
よ
び
隷
属
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
か
ぎ

り
、
す
な
わ
ち
、
土
地
所
有
(
土
地
所
有
の
独
占
)
が
「
直
接
生
産
者
の
人
格
に
た
い
す
る
一
定
個
人
目
所
有
権
」
白
契
機
と
し
て
あ
ら

わ
れ
る
か
ぎ
り
、
剰
余
労
働
を
強
奪
す
る
手
段
と
し
て
の
経
済
外
的
強
制

1
iこ
の
経
済
外
的
強
制
は
、
直
接
生
産
者
が
土
地
主
占
有

し

τ、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
の
て
、
土
地
所
有
を
経
済
的
に
実
現
す
る
手
段
と
し
て
必
要
な
の
で
あ
る
ー
ー
が
、
必
然
的
に
生
じ

て
く
る
。
「
封
建
領
主
に
よ
る
農
民
の
労
働
へ
の
強
制
は
、
経
済
外
的
な
性
格
t
b
び
て
い
て
、
農
民
に
た
い
す
る
伎
の
〔
不
完
全
た
〉

所
有
権
に
も
と
づ
い
て
い
た
」

2
7
2
・
メ
イ
マ
シ
「
封
建
制
生
産
方
性
の
遊
間
一
」
『
民
ト
再
三
号
制
対
』
第
四
一
一
巻
二
三
ペ
ー
ジ
u
。

こ
の
よ
ろ
に
、
「
生
産
諸
条
件
の
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
直
接
的
関
係
」
、
す
友
わ
ち
、
支
配
と
隷
属
の
関
係
位
、
不
払
日
剰

余
労
働
が

!
i社
会
的
生
産
過
程
の
一
定
の
発
展
段
階
に
照
応
す
る
一
定
の
所
有
形
態
を
基
礎
と
し
て
1

1強
奪
さ
れ
る
独
自
の
搾
取

形
態
に
規
定
吉
れ
て
、
直
接
に
生
産
そ
の
も
白
か
ら
発
生
し
、
し
か
も
生
産
に
た
い
し
て
規
定
的
に
反
作
用
す
る
。
己
の
反
作
用
、
た

と
え
ば
経
済
外
的
強
制
は
、
周
知
の
よ
対
つ
に
、
支
聞
と
隷
属
の
関
係
の
政
治
的
・
法
律
的
・
観
念
的
な
形
態
と
し
て
の
上
部
構
造
の
た

す
け
を
か
り
で
治
こ
↓
な
わ
れ
る

(
t部
構
造
が
土
台
に
奉
仕
す
る
能
動
的
役
割
〕
。
だ
か

b
、
上
部
構
造
と
の
結
節
点
と
し
て
の
支
配

マ
ル
ク
ス
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
全
社
会
的
構
浩
の
も
つ

し
か
し
ま
た
、

と
隷
属
の
関
係
(
「
生
産
関
係
」
そ
の
も
の
)

を
解
明
す
る
こ
と
は
、

と
も
奥
白
秘
密
を
と
く
も
の
と
し
て
、
経
済
学
の
重
要
た
課
題
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
『
架
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
は
、

己
の
支
配
と
隷
属
の
関
係

第
七
」
1

九
巻

四
λ
四

静
六
号

〆、
九



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
理
に
つ
い
て

滞
七
十
九
巻

四
八
五

第
六
号

七

O 

だ
け
が
生
産
関
係
を
構
成
し
て
い
る
の
て
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

b
な
い
〔
ス
タ
'
D
ン
『
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
告

主
義
の
経
諦
的
背
問
題
』
邦
訳
新
時
代
社
版
八
C
ベ
】
ジ
参
照
〕
。
む
し
ろ
、
経
済
学
に
と
っ

τ
一
番
豆
要
左
課
題
は
、
生
産
関
係
の
基

酌
U
い
も
あ
骨
U
秘
骨
九
一
一
仲
停
b
卦
舟
わ
か
(
白
骨
〕
一
F
ι
r
h
一酔
ι
r
m
骨
骨
骨
ι
川
和
い
V

仲
ゆ
わ
か

U
U
や
L
r
h
u
h註
)

(
註
)
前
稿
「
封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
を
め
ぐ
る
理
論
的
誇
問
題
」
〔
『
経
済
論
叢
』
(
第
六
七
巻
第
二
号
)
豆
九
ペ
ー
ジ
〕
に
お
い
て
、
わ
た

し
が
、
支
配
と
隷
属
の
関
係
を
生
産
関
係
の
基
礎
の
な
か
に
ふ
く
ま
せ
た
の
は
、
講
座
派
的
な
『
地
代
範
曜
論
』
的
理
解
か
ら
抜
け
き
れ
な
か
っ
た

も
の
と
し
て
、
本
稿
で
自
己
批
判
し
て
お
く
。
な
お
、
わ
た
し
は
、
ッ
同
盟
歴
虫
学
界
の
「
封
量
的
構
民
体
の
基
本
的
経
演
法
則
」
を
め
「
る
論
争

に
お
け
る
メ
イ
マ
ン
H
λ

カ
キ
ン
的
見
解
と
、

d

ル
シ
ネ
フ
的
見
解
と
の
根
本
的
な
ち
が
い
も
こ
の
点
に
あ
る
、
と
考
え
る
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
社
会
的
生
虚
過
程
の
一
定
の
発
展
段
階
に
照
応
す
る
一
定
白
所
有
形
態
の
独
自
由
経
済
的
内
容
を
あ
き
ら
か
に
す
る
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
ば
、
支
配
と
隷
属
の
関
係
の
独
自
の
形
態
だ
け
で
左

4
、
つ
づ
い
て
中
っ
て
く
る
所
有
形
態
へ
の
移
行
D
必
然
性
も
ま
た
、
あ
き

b

か
に
ナ
る
己
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
u

封
建
的
土
地
所
有
は
、
つ
づ
い
て
干
っ
て
く
る
過
渡
的
土
地
所
有
形
態
(
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
経

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
註
)

済
)
へ
の
移
行
の
モ
メ
ン
ト
を
ふ
く
む
自
己
矛
盾
的
存
在
て
あ
る
が
ゆ
え
に
、
封
建
的
生
産
関
係
の
基
礎
と
左
り
え
た
の
で
あ
る
。

〈
註
〉
封
建
的
共
同
体
か
ら
は
、
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
経
演
が
発
生
し
て
く
る
必
然
怯
は
説
明
で
き
な
い
。
『
共
同
体
理
論
』
に
よ
れ
ば
、
封
建
社
舎
の
ヰ

台
と
し
て
の
共
同
体
が
崩
壊
す
る
客
調
的
粂
件
は
、
ι
r肌
町

ι
v
h
ι
均
一
除
昨
わ
商
品
生
産
、
す
な
わ
ち
局
地
内
で
の
商
品
交
換
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
形

成
さ
れ
た
「
局
地
内
市
場
圏
」
白
拡
大
に
よ
っ
て
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
共
同
体
が
解
体
す
る
論
理
的
品
輯
性
(
局
地
内
市
場
閣
の
生
成

と
発
展
〕
が
、
封
建
社
告
の
土
台
あ
る
い
は
基
礎
モ
白
も
の
の
規
定
(
封
建
制
。
本
質
規
定
)
と
関
連
な
し
に
、
盤
町
媒
介
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
奴
隷
制
的
土
地
所
有
に
た
悼
す
る
封
建
的
土
地
所
有
心
進
歩
的
性
格
は
、
隷
属
且
岡
氏
白
小
経
営
を
そ
の
一
申
な
か
に
ふ

く
ん
て
い
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
に
た
い
す
る
封
建
領
主
白
所
有
権
は
、
小
規
模
な
個
人
的
生
産
に
規
定
さ
れ
℃
、
自
分
白

分
与
地
に
た
い
す
る
農
民
の
「
事
実
上
の
所
有
権
』
日
占
有
権
と
む
す
び
ワ
い
℃
い
究
門
「
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
」
『
選
集
』



第
九
巻

二
六
四
ペ
ー
ジ

参
照
〕
。

と
こ
ろ
で
、
中
世
て
は
、
ム
部
構
造
が
ま
だ
土
台
か
ら
分
化
し

τ
い
な
い
状
齢
に
あ
る
伝
統
や
憤
朝
日

が
、
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
た
m

「
己
の
社
会
的
生
産
関
係
・
ま
た
こ
れ
に
照
応
す
る
生
産
様
式
・
白
立
脚
点
た
る
自
然
発
生
的
て
未

発
展
な
状
態
に
お
い
て
は
伝
統
が
優
勢
な
役
割
を
演
ず
る
に
相
違
な
い
。
こ
の
規
律
と
秩
序
こ
モ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
様
式
の
社

会
的
確
立
・
し
た
が
っ
て
単
な
る
怒
意
ゐ
よ
び
単
な
る
偶
然
か
ら
の
相
対
的
解
放
・
白
形
態
で
あ
る
。
:
・
・
:
己
の
形
態
は
、
暫
く
つ
づ

け
ば
、
習
慣
治
よ
び
伝
統
と
し
て
自

b
を
確
立
し
、
つ
い
に
は
明
文
の
法
律
と
し

τ神
量
化
さ
れ
る
」
門
『
資
本
論
』
第
三
巻

邦
訳

青
木

丈
庫
版

ω
一
一
一
七
一
一
一
八
ペ
ー
ジ

Y
だ
か

b
、
す
で
に
労
働
地
代
の
も
と
て
も
、
生
産
力
が
発
展
す
る
に
し
た
が
っ
て
農
民
の
小

経
営
が
必
然
的
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
、
存
在
し
て
い

O

門
向
上

一
一
一
八
一
一
一
九
ペ
ー
ジ

参
照
〕
。
生
産
力
、
つ
ま
り
社
会

的
介
業
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
に
と
も
た
つ
て
、
封
建
地
代
は
労
働
地
代

i
生
産
物
地
代

i
貨
幣
地
代
へ
と
推
転
し

τ、
農
民
白
隷

属
度
は
し
だ
い
に
ゆ
る
や
か
と
な
り
、
己
れ
に
対
応
し

τ小
農
民
経
営
が
発
展
し
て
い
く
。
門
こ
の
過
程
の
分
析
に
つ
い
て
位
、
メ
イ
マ
ン

目

為

カ

λ

キ
ン
「
封
建
的
構
成
体
白
基
本
的
経
済
法
則
に
つ
い
て
」
(
山
岡
亮
一
・
木
原
正
雄
編
『
封
建
社
告
の
基
本
法
則
』
所
収
)
、
お
よ
び
、
山
田
浩

之
「
封
建
地
代
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
」
『
経
世
論
叢
』
(
第
七
四
巻
革
主
号
〕
を
参
同
〕
。
そ
し
て
、
最
後
の
貨
幣
地
代
田
も
と
で
は
、

「
貨
幣
地

代
は
、

一
そ
う
発
展
す
れ
ば
、

1
iあ
ら
ゆ
る
中
間
誇
形
態
、
た
と
え
ば
小
農
的
借
地
農
業
者
の
そ
れ
を
度
外
視
す
れ
ば
、

1
1土
地

を
自
由
た
農
民
所
有
に
転
化
さ
せ
る
か
、
古
も
怠
け
れ
ば
、
資
本
制
的
生
産
様
式
上
白
形
態
、
資
木
制
的
借
地
農
業
者
が
支
払
う
地
代
、

と
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
門
『
資
本
論
』
第
三
巻
邦
訳
青
木
文
庫
版

ω
一
一
一
一
回
|
一
一
二
五
ペ
ー
ジ
可

周
知
白
よ
ろ
に
、
「
自
営
農
民
の
自
由
在
所
有
は
、
あ
き

b
か
に
、
小
経
営
の
た
め
白
!
ー
す
恋
わ
ち
、
そ
こ
で
は
土
地
の
占
有
(
こ
の

ば
あ
い
の
目
。
盟
百
を
厳
密
な
意
障
に
理
解
し
て
、
所
有
に
士
い
す
る
占
有
と
し
て
考
え
る
の
に
は
疑
問
が
あ
る
u

ロ
シ
ア
語
版
で
は
凶
何
回
調
。
困
層
向
。
で
は

た
く
、
。

E
皇
制
凶
器
と
い
う
用
語
を
つ
か
っ
て
い
る
。
な
お
、
山
岡
亮
一
・
木
原
正
雄
編
『
封
建
社
舟
の
基
本
法
則
』
四
ペ
ー
ジ
、
二
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
)

い
わ
ゆ
る
「
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四
八
六

第
六
号

七



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四
八
七

車
六
号

七

が
肖
分
自
身
の
労
働
の
牛
産
物
に
た
い
す
る
労
働
者
の
所
有
の
た
め
の
一
条
件
て
あ
る
よ
う
た
、
そ
し
て
、
モ
こ
て
は
自
由
な
所
有
者

ウ
シ
テ
ル
ザ
ツ
セ

で
あ
ろ
う
と
小
作
人
〔
隷
従
者
と
訳
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

l
l引
用
者
)
ゼ
あ
ろ
う
と
、
農
耕
民
が
つ
ね
に
自
介
の
生
活
維
持
手
段
を
白

品
川
自
身
J
L

・
独
立
に
・
個
別
的
労
働
者
と
し
て
・
白
分
白
家
族
と
と
も
に
生
産
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
友
、
そ
う
し
た
生
産
様
式
の
た
め

一
一
三
六
ペ
ー
ジ
〕
O

小
規
模
な
個
人
的
生
産
が
支
配
す
る
封
建
社
会
て
は
、

の
1
l
i
土
地
所
有
白
最
も
正
常
的
た
形
態
で
あ
る
」

そ
白
生
産
関
係
白
基
礎
と
し
て
の
封
建
的
所
有
が
直
接
生
産
者
に
上
る
士
地
の
占
有
と
粁
ず
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
生
産
カ
の
発
展
は
、

基
本
的
に
は
個
人
的
生
産
過
程
の
発
展
、
つ
ま
り
同
営
農
民
の
小
経
営
の
発
展
と
い
う
か
た
ち
で
、
あ
ら
わ
れ
る
ひ
か
く
し
て
、
封
建

社
会
の
後
期
に
は
、
小
経
営
が
「
繁
栄
L
、
そ
の
全
力
を
発
揮
し
、
適
当
な
古
典
的
形
態
」
〔
「
資
本
論
』
弗
一
巻
邦
訳
青
木
丈
庫
版

ω

二
五
七
ペ
ー
ジ
〕
を
と
っ
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
己
申
よ
う
に
成
熟
し
た
個
人
的
生
産
に
照
応
す
る
形
態
と
し
て
は
、

封
建
的
所
有
は
、
も
は
や
そ
白
ま
ま
の
か
た
ち
で
は
不
適
当
う
と
た
る
。
だ
か

b
、
封
建
的
土
地
所
有
は
解
体
し
、
(
し
た
が
っ
て
、
封

生
産
白
性
格
に
も
っ
と
も
照
応
し
た
形
態
と
し
て
農
民
的
分

〔
向
上

建
領
辛
一
は
土
地
に
た
い
す
る
封
建
的
所
有
名
義
を
も
つ
だ
け
と
在
、
り
)
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

割
地
所
有
が
広
汎
に
成
立
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
小
規
模
な
個
人
的
生
産
の
大
規
模
な
桂
会
的
生
産
へ
の
暴
力
的
た
転
化
(
原
始
的
蓄

積
心
過
程
)
に
と
も
去
っ
て
、
資
木
主
義
的
諾
関
係
が
農
業
忙
も
発
生
す
る
よ
う
陀
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
て
は
、

「
十
六
骨
粗
末
に
当
時

の
事
情
か

b
み
て
官
裕
な
『
資
本
制
的
借
地
農
業
者
』
な
る
一
階
級
」
〔
向
上
一
一
三
一
一
一
ペ
ー
ジ
凶
が
存
在
し
て
い
た
。

ζ

の
己
と
は
、

、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

封
建
的
所
有
が
プ
ル
訪
ョ
ア
的
生
産
の
諸
条
件
に
服
従
し
は
じ
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
封
建
的
土
地

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

所
有
が
廃
止
さ
れ
て
、
封
建
的
所
有
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
へ
完
全
に
転
化
し
た
、
と
い
う
と
と
は
意
味
し
た
い
。
封
建
的
所
有
上
り

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
へ
の
完
全
友
転
化
は
、
封
建
的
隷
属
の
す
べ
て
を
廃
絶
す
る
プ
ル
O
ヨ
ア
革
命
の
勝
利
白
結
果
と
し
て
、
お
と
な

わ
れ
た
D
て
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
資
木
制
約
生
産
様
式
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
自
八
町
心
労
働
に
も
と
づ
〈
す
べ
て
の
私
的
所
有



1
1分
割
地
所
有
を
も
ふ
く
め
て
ー
ー
が
解
体
さ
れ
な
け
れ
ば
な

b
た
い
。

「
己
の
生
産
様
式
は
、

一
方
て
は
、
南
接
的
生
産
者
を
土

地
の
単
な
る
付
属
物
(
隷
農
、
農
奴
、
奴
隷
、
な
ど
の
形
態
て
の
)
た
る
位
置
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
他
方
て
は
、
人
民

大
衆
の
土
地
の
一
収
奪
を
前
提
と
す
る
」
弓
資
本
論
』
第
三
巻

ヂl
i訳

青
木
丈
庫
版
陶

八
六
七
ペ
ー
ジ
ゴ
「
資
本
制
的
生
産
様
式
D
基
礎
を

創
造
し
た
変
革
の
序
曲
は
、
十
主
位
組
の
最
後
の
三
分
の
一
明
治
上
び
十
六
世
紀
の
始
的
一
数
十
年
間
に
演
刊
せ
ら
れ
た
。

ぞ
れ
自
身

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
の
一
産
物
た
る
王
権
は
、

決
し
て
、
そ
の
〔
プ
ロ
レ
タ
D
ア
ー
ト
創
造
の
〕
唯
一
の
一
原
因
て
は
な
か
っ
た
。
む
し

大
封
建
領
主
が
、
農
民
を
土
地
!
|
農
民
が
領
主
自
身
と
同
じ
封
建
的
権
利
名
義
を
も
っ
一
て
い
た
土
地
!
ー
か
ら
暴
力
的
に

狩
り
た
て
る
己
と
に
よ
り
、
ま
た
農
民
の
共
同
地
主
横
脊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
大
ふ
き
た
プ
ロ
レ
グ

U
7
l
l
t

創
造
し
た
の
て
あ
る
」
弓
資
本
論
』
第
一
巻
邦
訳
官
木
丈
障
版

ω
一
O
九
人
イ
ー
ジ
ー
マ
ル
グ
ス
が
「
領
主
自
身
と
同
じ
封
建
的
権
利

名
義
を
も
っ
て
い
た
」
と
ま
で
規
定
し
た
「
自
営
農
民
の
自
由
た
土
地
所
有
」
は
、
法
伊
て
は
在
p
k
慣
習
に
よ
っ
て
み
と
め

b
れ
た
も

の
ゼ
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
一
五
世
紀
に
は
繁
栄
し
、
ま
た
モ
れ
ゆ
え
に
乙
モ
、
一
六
世
紀
以
降
て
は
、
犬
封
建
領
主
(
主
と
し
て
新
貴

ろ族
)
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
以
前
に
は
「
王
権
平
議
会
と
頑
強
に
対
立
し
て
」
日
一
よ
〕
お
と

な
わ
れ
た
こ
の
収
奪
は
、
プ
ル
ジ
守
ア
ジ
!
と
新
貴
族
と
の
勝
利
に
沿
わ
っ
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
革
命
の
の
ち
に
は
、
国
家
の
法
律
に
よ
っ

て
、
よ
白
い
っ
そ
う
暴
力
的
日
「
革
命
的
〆
」
に
遂
行
さ
れ
た
。
し
か
し
訟
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
て
は
、
分
割
地
農
民
白
関
白
な
土
地
所
有

Q
2
1広
広
]umw
吋
自
ロ
ロ
O
)

除
、
農
民
的
長
業
革
命
日
勝
利
の
結
果
、
近
代
的
在
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
。
モ

己
て
は
、
共
有
地
の
分
割
、
共
有
地
に
た
い
す
る
農
民
的
な
聞
い
込
み
は
あ
り
え
て
も
、
農
民
的
土
地
所
有
に
た
い
す
る
暴
力
的
な
収

奪
は
、
も
は
宇
治
己
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
て
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
自
営
農
民
の
自
由
な
分
割
地
所
有
は
、
小
規
模
な
個
人
的
生
産
の
性
格
に
も
っ
と
も
照
応
し
た

い
わ
ゆ
る
「
栗
原
理
論
』
の
批
判
的
摂
取
に
つ
い
て

第
七
十
九
器

四
八
八

第
六
号

七



い
わ
ゆ
る
『
栗
原
理
論
』
白
批
判
的
摂
曜
に
つ
い
て

第
七
十
九
巻

四
八
九

第
六
号

七
四

土
地
所
有
形
態
て
あ
っ
て
、
大
規
模
な
社
会
的
生
産
に
照
応
す
る
近
代
的
土
地
所
有
へ
の
過
渡
的
形
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
封
建
制
生

産
様
式
の
運
動
の
必
然
的
所
産
(
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
か
ら
生
じ
た
一
形
態
)
て
あ
り
、
そ
白
典
型
的
な
形
態
は
、
封
建
的
看
板

に
よ
っ
亡
隠
蔽
さ
れ
て
h
る
農
民
的
士
地
所
有
て
あ
る
が
、
プ
ル
J
V

ョ
ア
革
命
(
農
民
革
命
白
羽
)
の
勝
利
の
結
果
、
近
代
的
な
プ
ル

ジ
雪
ア
的
所
有
と
し
て
確
立
し
て
い
く
ば
あ
い
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
封
建
的
で
あ
る
ば
あ
い
も
あ

p
、
士
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
て
あ

、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、

る
ば
あ
い
も
あ
る
『
農
民
的
分
割
地
所
有
』
範
鴎
そ
の
も
の
は
、
農
民
的
土
地
所
有
の
社
会
的
本
質
を
規
定
す
る
規
準
と
は
在
り
え
な

い
。
分
割
地
所
有
白
広
汎
な
成
立
は
、
封
建
社
会
の
生
産
関
係
の
基
礎
と
し
て
の
封
建
的
土
地
所
有
が
解
体
し
、
他
方
て
は
新
し
い
資

本
主
義
的
生
産
関
係
が
農
業
部
門
て
発
民
し
は
じ
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
し
か
し
、
封
建
的
土
地
所
有
の
廃
止
に
つ

H
て
わ
れ
わ
れ
が
の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
封
建
的
隷
属
の
す
べ
て
を
廃
絶
し

τ、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
進

路
を
完
全
に
切
り
ひ
ら
い
て
い
く
己
と
主
め
ざ
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
↑

i
そ
れ
が
ど
ん
な
型
で
あ
ろ
う
と
ー
ー
が
勝
利
し
た
結
果
、

封
建
的
所
有
モ
の
も
の
(
土
地
私
有
の
独
占
)
が
土
地
国
有
化
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
封
建
的
所
有
が

(
た
と
え
ば
7
ラ

r
ス
て
は
一
挙
に
・
イ
ギ

F
ス
て
は
あ
る
期
間
を
お
い
て
)
ブ
ル
♂
ョ
ア
的
所
有
へ
完
全
に
(
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
て

は
理
想
的
た
完
墜
さ
て
〉
転
化
し
た
ば
あ
い
だ
け
で
あ
る
。

門
一
九
五
六
年
八
月
一
八
日
〕

〔
あ
と
が
き
〕
本
稿
お
よ
び
前
稿
弓
経
済
論
叢
』
(
革
じ
九
巻
第
四
号
)
所
載
〕
は
、
『
資
本
論
』
に
お
け
る
『
良
品
的
分
割
地
所
有
』
範
鳴
り
適
用

と
い
う
側
面
か
ら
み
た
封
建
論
争
白
方
法
論
的
検
討
で
あ
る
。
な
お
、
と
の
論
文
を
幸
町
公
お
わ
っ
た
の
ち
に
、
山
田
盛
太
郎
編
『
彊
草
却
に
お
け
る

地
代
範
鴫
』
、
ペ
・
ヱ
ヌ
・
ポ
ル
シ
ネ
フ
『
封
建
制
度
の
政
治
経
済
学
概
論
』
、
そ
の
他
の
労
作
に
接
す
る
樹
去
を
え
た
が
、
こ
れ
ら
の
労
押
に
つ
い

て
は
、
別
の
揖
去
に
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。


